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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

会議に付した事件

（協議事項）

◇市町村建設計画の作成に関する協議事項

〔継続協議項目〕

協議第１８号 新市建設計画

◇行政制度等に関する協議事項

〔継続協議項目〕

協議第３３号 独自事業の取扱いについて

（１）生活バスの運行

（２）（財）倉橋まちづくり公社に対する事業委託等

（３）財産区の設置

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前 ９時３０分 開 会

皆様方におかれましては、大変お忙しい中御出席賜り、厚く御礼○芝山事務局長

申し上げます。

それでは、呉市・倉橋町合併協議会会長でございます小笠原呉市長よりごあいさ

つをいただきたいと存じます。

小笠原会長、よろしくお願いいたします。

それでは、一言ごあいさつ申し上げます。○小笠原会長

皆様方におかれましては、大変お忙しい中、呉市・倉橋町合併協議会に御出席い

ただきまして、誠にありがとうございます。

本日は、去る１月28日に提案をさせていただきました具体的な実施事業を盛り込

みました建設計画につきまして御協議をいただきたいと思っております。また、引

き続いて倉橋まちづくり公社に対する事業委託など、倉橋町の独自事業の取扱いに

ついても御協議をいただく予定にいたしております。

そのうち、建設計画につきましては、提案時に委員の皆様方からいろいろ貴重な

御意見、御要望等をいただきましたので、その後、呉市と倉橋町で協議を重ねまし

て、いろいろな点で修正を加えた内容となっておりますので、御確認をいただきた

いと思っております。また、合併後10年間の財政状況をお示しいたしました財政計

画につきましても、併せて御確認いただきたいと考えております。

本日はどうか、これまでもいろいろと真摯に御協議いただき、また御協力をいた

だいておりますが、前向きに、実り多い協議になりますようにお願い申し上げまし

て、ごあいさつにさせていただきます。

ありがとうございました。○芝山事務局長

続きまして、副会長でございます石橋倉橋町長よりごあいさつをいただきたいと

存じます。よろしくお願いいたします。
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おはようございます。○石橋副会長

今日は、この個別協議会をこうして早朝より開いたわけでございまして、この合

併につきましては市の方の御協力を得ながら着々と前向きに取り組んでおるようで

ございまして、ありがたく思っておるところでございます。今日は個別の協議会で

ございますので、また改めて２、３点のお願いをしなければならん点もあろうかと

思いますし、その点にはよく考慮していただいて、スムーズに合併が進みますよう

に、早急に合併ができますように市の方へお願いをいたしまして、簡単でございま

すがあいさつにさせていただきます。本当に御苦労様です。ありがとうございまし

た。

ありがとうございました。○芝山事務局長

それでは、協議会開会に当たりましての進行を小笠原会長にお願いしたいと存じ

ます。よろしくお願いいたします。

それでは、ただいまから第７回呉市・倉橋町合併協議会を開会いた○小笠原会長

します。

本日の会議録署名者として、呉市の梅河内委員、倉橋町の里委員を指名いたしま

す。よろしくお願いいたします。

本日の協議事項に入ります。

なお、委員の皆様におかれましては、発言される際には、最初に氏名を言ってい

ただき、また会議録作成の都合もございますので、マイクを使用していただいて発

言いただきますようお願い申し上げます。

それでは、前回からの継続協議案件であります協議第18号「新市建設計画につい

て」を議題といたします。

前回の個別協議会におきまして、具体的な事業を盛り込みました建設計画案を委

員の皆様に御提案申し上げたところでございます。本日は、その後、倉橋町さんか

らいただきました御意見、御要望等や、市町で引き続き行ってまいりました協議を

踏まえました修正部分と併せて、合併後10年間の財政状況をお示しした財政計画を

御提案申し上げますので、御確認をいただきたいと思っております。

これによりまして、呉市・倉橋町合併建設計画（案）の全体像を御提案申し上げ

たことになるわけでございますが、本日、委員の皆様の御承認がいただけましたな

らば、広島県への事前協議を行ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。

それでは、事務局から説明を願います。

失礼します。それでは、合併建設計画につきまして、前回か○歌田企画調整課長

ら肉づけ、修正いたしました点につきまして御説明いたします。

それでは、建設計画の16ページをお願いいたします。16ページでございます。

まず、第１章、健康福祉都市の形成でございますが、(1)の健康づくりの推進の

８行目あたりでございます。「また、倉橋町の桂浜周辺には」、この段の次の行で

ございますが、従前は『アスレチックを備えた「ウイングくらはし」』と記述して

おりましたが、こちらを『トレーニングルームを備えた「ウイングくらはし」』に

修正させていただいております。
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続きまして、19ページをお願いします。

19ページ、上から３行目でございますが、「さらに」の段、肉づけさせていただ

きましたのは、「国の重要文化財である」この文字をつけ加えさせていただきまし

て、「桂浜神社本殿」、また「県史跡の万葉集遺跡長門島松原」、こういう記述に

修正させていただいております。

続きまして、(4)スポーツ・レクリエーションの段の３行目でございます。肉づ

けさせていただきましたのは、「倉橋町には」の次、「日本の渚・百選や白砂青松

百選に選ばれた」、これをつけ加えさせていただきまして、「桂浜海水浴場を始め

として」と続けさせていただいております。

続きまして、22ページをお願いします。

22ページの海洋交流都市の形成の項目の(1)道路・交通体系の整備促進、こちら

の８行目あたりでございますが、「現在、一般国道」ここからの記述を肉づけさせ

ていただいております。『一般国道487号警固屋音戸バイパスの整備を図っていま

すが、今後は、警固屋音戸バイパスを経由して、音戸町北部から倉橋町方面へ連絡

する「一般国道487号南伸道路計画」を推進し』、このように肉づけをさせていた

だいております。

最後でございますが、この22ページの一番下の方、(3)港湾・交流拠点の整備促

進の３行目でございます。３行目の「現在」から３行を追加させていただきます。

「現在、広港区の阿賀マリノポリス地区では、物流機能と海洋レクリエーション機

能を調和させた新しい拠点づくりとして、埠頭用地、港湾関連用地、マリーナ用地

のほか、市民の憩いの場や防災拠点としての緑地の整備を推進しています」という

ふうに、呉市側の阿賀マリノポリス地区の機能を追加させていただいております。

建設計画の肉づけ、修正させていただきました点は以上でございます。

続きまして、財政計画につきまして御説明させていただきます。

それでは、財政計画について御説明申し上げますので、25ページ○大下財政課長

をお願いいたします。

この財政計画は、建設計画に掲載された事業の実施、行政制度の調整結果を踏ま

えた施策の展開、さらには合併に伴う国、県の財政支援制度などを見込み、新市の

平成17年度から26年度まで、向こう10年間の歳入歳出について、各項目ごとにその

金額をお示ししたものでございます。

まず、下の表「２の歳出」から御説明申し上げます。

10年間の歳出合計を9,152億6,200万円と予定し、内訳といたしまして、人件費、

扶助費、公債費のいわゆる義務的経費と呼ばれるものを総額の約51％、4,642億

7,400万円、次の投資的経費、いわゆる建設事業費に約16％、1,484億2,700万円、

その他の経費として約33％、3,025億6,100万円を予定いたしております。

一方、これに対します財源、「１の歳入」でございますが、歳入合計を歳出と同

額の9,152億6,200万円と予定し、主な項目といたしましては、市税を総額の約31％、

2,805億500万円、次に地方交付税を1,624億1,600万円、１つ飛んで国・県支出金を

1,492億1,300万円、次の市債を1,072億4,700万円と予定しております。

以上が「財政計画」の内容でございますが、今回添付資料として別紙資料「呉市
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・倉橋町財政計画説明資料」というＡ４横の４枚物の資料がございますので、こち

らの方をご覧いただきたいと思います。

表紙をめくっていただきまして１ページ、「呉市と倉橋町が合併した場合の支援

措置」という表がございます。これは、今回の合併特例法の中で合併が行われた場

合に、国、県等から受ける支援措置を一覧にまとめたものでございます。表の一番

右側、「呉市・倉橋町分」という表示をさせていただいておりますが、ここが呉市

と倉橋町とが合併した場合の支援措置の額でございます。普通交付税による合併直

後の臨時的経費に対する財政支援３億7,600万円、特別交付税による包括的な財政

支援9,800万円のほか、国費による補助金１億3,200万円、県費による交付金２億

8,100万円などを受けてまいる予定にいたしております。

また、下の欄、起債、合併特例債でございますが、この起債はその元利償還に対

して70％の交付税措置があるものでございます。建設計画に掲載された事業の実施

に当たりましては、こういう交付税措置のある起債を有効に活用しながら、新市の

財政の健全性の確保に努めてまいりたいと考えております。

それでは、１枚めくっていただきまして２ページ、「呉市・倉橋町財政計画構成

表」をご覧いただきたいと思います。

10年間の財政計画の考え方につきまして、この表で御説明させていただきたいと

思います。

上段が歳入、下の段が歳出となっておりまして、左の方から「合併を前提としな

い財政計画、呉市Ａ、倉橋町Ｂ」というところがございます。これは、呉市、倉橋

町がもし合併しなかった場合のそれぞれの10年間の財政計画をここでお示ししてお

ります。呉市が8,754億円余、倉橋町が336億円余となっております。このＡとＢに、

後ほど内容を御説明させていただきますが、「合併影響分Ｃ」を加えたものが右か

ら３列目の「合計Ａ＋Ｂ＋Ｃの欄」、さらに右隣の列で歳入歳出が同額となるよう、

歳入の繰入金、歳出の積立金で調整を行ったものが新市の「財政計画」でございま

す。歳入歳出それぞれ10年間で9,152億6,200万円となっております。

それでは、「合併影響分Ｃ」について御説明させていただきたいと思います。

合併影響分の中を４つの項目に分けております。左から「行政制度調整」の列、

ここには合併で制度を一方に合わせる場合や、統合により不要になる場合の経費の

増減のほか、例えば、現在、福祉事業ですと倉橋町域においては県が実施されてい

るものがございますが、これが、合併した場合には市で実施ということになります

ので、新市にこの分の歳入歳出が計上されてきます。そういった数字も入っており

ます。

また、ここで大きいのは、歳出の方の人件費にマイナス2,256という数字を上げ

ております。10年間でマイナス22億5,600万円、呉市と倉橋町が合併して人件費の

節減が図れるということで、合併の効果の一つでもございます行財政運営の効率化

ということがこの数字にあらわれていようかと思います。

その次の列が「建設計画事業」関係経費でございまして、建設計画に掲載された

主要事業の普通会計分の事業費のほか、下水道事業に係る所用一般財源及び企業債

の元利償還金相当額を掲げております。歳出には81億円余の事業費を計上し、歳入
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にはこれに対する国県支出金、地方債など、合計で75億円余を計上しております。

次の「財政支援措置」の列では、歳入で地方交付税、国県支出金を合わせて27億

円余を見込んでおります。

次の「重複分」の列には、建設計画事業関係経費のうち、もともと合併を前提と

しない財政計画に含まれていたものをここに計上しております。

以上の４項目を集計したものが「合併影響分Ｃ」の列でございまして、歳入合計

で73億５千万円、歳出合計で56億8,300万円となり、合併による新市の財政への影

響額は、合併後10年間で16億6,700万円の黒字ということになろうかと考えており

ます。

次に、１枚めくっていただきまして、最後の表、３ページ、「呉市・倉橋町年度

別財政計画」をご覧いただきたいと思います。

先ほど建設計画本体の方で10年間トータルでの歳入歳出総額をご覧いただきまし

たけれども、その10年間トータルの数値を各年度ごとに分けたものがこの表でござ

います。数字ばかりで恐縮でございますが、概略を申し上げますと、各年度の歳入

歳出規模を上段、下段のそれぞれの合計欄にございますように、おおむね910億円

程度で推移するよう割り振っておりますが、財政状況につきましては、先ほど１ペ

ージで御説明いたしました財政支援措置が合併後３年間、５年間ということで前半

に偏っておりますので、後半にかけては数字的には若干厳しくなっている、そうい

った状況であろうかと思っております。

いずれにいたしましても、呉市、倉橋町の財政状況を踏まえ、過度の財政規模と

ならないよう、また過度の投資規模とならないよう意を用いておりますが、この計

画が今から10年間という長期的な計画ということでございますので、今後またさら

に精査を進める中で、新市の健全財政の確保、また今後の行財政基盤の強化をこの

合併によりまして図っていきたいということで、今回財政計画を御提案させていた

だきました。

簡単ではございますが、以上で説明を終わらさせていただきます。

ただいまの説明並びに建設計画全般につきまして、御質疑なり御意○小笠原会長

見があればお願いをいたします。

御質疑はないですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、石橋町長さん、倉橋町としての御意見をお願いいたしま○小笠原会長

す。

協議事項18の新市建設計画につきましては異議はありませんけれど○石橋副会長

も、２点ほどお願いをしておきたいと思います。

まず１点に、まちづくり事業の道路・交通体系の整備促進というのがございます

が、特に県道倉橋大向釣士田線でございますけれども、この道路は狭うございまし

て、車の運行に大変困っておるような状況でございます。それで、先般もちょっと

県の方ともお話ししたわけなんですが、まず建設計画の中から外れておりますのが、
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本浦の取りつけ道路の狭い所がございまして、これも県の方と話しましたら、もう

この問題は何とかやるというような御意向でございますので、市の方へは私の方か

らお願いしておきますよということでございますので、省かせていただきます。

それから、２点目でございますけれども、２月６日の合同会議で提案を受けた公

共料金の中の下水道の受益者負担金、公共ますの分担金の取扱いでございますけれ

ども、これも３月２日の合同会議に向けてうちの方は調整していきたいと思うわけ

でございますけれども、呉市の分担金を見ますと、うちと大きな差がございますし、

うちは現在、１ますごとの負担金を出しております。今、本浦地区の工事をやって

おるわけでございますけれども、半分ほどが今のうちの方針どおりにやっておりま

すし、そうするとあとの半分がこれから事業に入るわけでございます。そうします

と、呉市の方に合わせますと大変難しい点が、不公平な点が起きてくるんじゃなか

ろうかと思いますので、先ほど申しましたように３月２日の合同会議までにうちの

方で調整をし、できることなら町民の不公平が起きないように努力していきたいと

思っておりますので、その点御了解しておっていただきたいと思います。本当は、

即呉市に合わせますと大変ありがたいことなんですけれども、それでは区の方の折

り合いもございますので、どのようになるか検討させていただきたいと思います。

まず、県道の件について、事務局の方から説明してください。○小笠原会長

県道倉橋大向釣士田線の件でございますが、恐れ入ります、○歌田企画調整課長

建設計画の22ページをお願いいたします。22ページの(1)道路・交通体系の整備促

進でございます。この段のちょうど真ん中ぐらいに、「主要地方道音戸倉橋線で

は」の段がございますが、ここの次の行に、「尾立地区などの狭あい区間の改良を

行います。」またその次の段でございますが、一般県道倉橋大向釣士田港線の尾曽

郷などの改良についてということで、町長がおっしゃられます本浦につきましても

視野に入れさせていただいておりますので、その点お含みおきくださいませ。よろ

しくお願いします。

県道については、全部の地区名を挙げるわけにはいきませんが、な○小笠原会長

どということで、関連して県の方で整備をしていただくことになりますので、御了

解いただきたいと思います。

それから、公共料金は行政制度の調整の問題ですので、建設計画とは別の項目に

なりますので、行政制度の調整の問題として、今後調整させていただきたいという

ふうに思います。

そういうことで整理させていただきますと、県道の整備については織り込んであ

るということでございますので、建設計画については異議なしということでよろし

ゅうございますか。

ちょっとつけ加えておきますと、今、道路の全般的なことについて○石橋副会長

ちょっと話が出たんですが、全般的には市長さんも御承知のように、倉橋は観光も

やっておりますし、建設計画から外れとる所も随分あります。そういう点も十分考

慮していただいて、市の方で合併後にできるだけ早く道路が整備できるように、建

設計画から外れておりますけれども、財政的に予算の範囲であったら急いでやって

いただきたいということをつけ加えて、終わります。
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それでは、お諮りをいたしますけれども、先ほど申し上げましたと○小笠原会長

おり、今日御確認をいただいたら広島県への事前協議を行っていかなければならな

いわけでございます。したがいまして、先ほど説明いたしました本案をもちまして

事前協議をしてまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

どうぞ。

倉橋の吉本でございます。○吉本委員

申しわけありません、建設計画については特に異存はないんですけれど、23ペー

ジの一番下の段で主要事業、行政情報化推進事業といって高速情報通信網の整備等

とあるんですが、現在、本町の方でケーブルテレビの設置について調査をしている

んですが、その結果次第によってはまた新市の方にお頼みすることがあるやもわか

りませんが、呉市さんの方としてケーブルテレビに対して、今現在合併市町村の中

には豊町が設置しておりますけれど、将来的に我々も周辺地域になりますので、そ

ういう情報が流れてくるシステムがどうしても将来的には欲しいもんですから、こ

の点に関してどういうふうなお考え方を持っているか、これを１点だけお聞きした

いんですが。将来的にこういうケーブルテレビ等に対する施策をどのように展開し

ていくのかっていうお考えだけで結構なんですが、ちょっと教えていただけたらと

思います。

はい、どうぞ、事務局。○小笠原会長

私ども認識しておりますのは、今倉橋地域における情報化推○歌田企画調整課長

進検討委員会を立ち上げられて、去年の11月とお聞きしております。その中で、倉

橋町の地域情報化の推進に当たって、難視聴対策を含めどのような視聴が効率的、

経済的であるか、そういう検討を今されておると聞いております。呉市の方も情報

政策課長がオブザーバーという立場で参加していると聞いておりまして、まずは我

々、検討委員会での方向性、どのようなインフラ整備をする必要があるのか、その

インフラ整備をした場合の経済的効果がどうなのか、その辺を十分見きわめさせて

いただきながら、今後検討していきたいと思います。

なお、呉市の場合は、平成17年度以降も呉地域公共ネットワーク整備を継続して

やっていきますので、その辺の事業も視野に入れさせていただいて、検討させてい

ただきたいと思っております。よろしくお願いします。

結構です。○吉本委員

よろしいですか。○小笠原会長

豊町、豊浜町が先行してＣＡＴＶを導入しておられますけれど、これは難視聴対

策だったんですね。通常のテレビとか、民放がなかなか当時は入らないということ

で、難視聴対策として導入されたんですけれども、ＣＡＴＶ、全国でかなり展開を

しておりますけれど、なかなか当初のスタートの時点では採算性がとれないという

ことで苦戦をしておりましたし、かなりの規模のところでは何とか採算がとれても

ですね、今、アナログからデジタルに切りかえるのに、また相当な投資をしなきゃ

いけないというので、これが大きな課題になっているんですね。ですから、かなり

の人口集積がないと、今後もＣＡＴＶの採算をとっていくというのは非常に難しい

面があるんではないかということと、それからもう一つは、インターネットが非常
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に流行して、パソコンとテレビが今後融合して、どんどん双方向でいろんな通信と

放送が同時にできるようなことが今模索をされておりますので、ＣＡＴＶはもう時

代遅れになってくるんではないかという議論もあります。ですから、そういうとこ

ろをしっかり見きわめて、呉市としては全市的に対応していかなきゃいけないんじ

ゃないかというふうに思っておりますので御理解ください。

それでは、御異議ないということで、もう一度確認させていただきます。よろし

ゅうございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ありがとうございます。それでは、今後この原案に基づきまして広○小笠原会長

島県と事前協議を行ってまいります。広島県からそれについて回答がございました

後に、その内容を報告をして、再度皆様方に御確認をいただくことにいたしたいと

思います。

続きまして、協議第33号独自事業の取扱いについてを議題といたします。

事務局から本件の説明を願います。

それでは、「第７回呉市・倉橋町合併協議会協議事項」とい○佐々木事務局次長

う資料をお願いしたいと思います。

行政制度等に関する協議の中身でございますが、これは、１月28日の個別協議会

で町の独自事業の取扱いということで、３点ほど調整案を報告させていただいたと

ころでございます。

それでは、１ページめくっていただきまして、(1)の生活バスの運行についてで

ございます。

町内では、呉市交通局の路線バスとは別に町営バスを独自に運行されているもの

でございまして、その取扱いについての調整方針案でございます。「現行路線の維

持継続を基本方針とする。ただし、呉地域全体の生活バス路線の再編については、

引き続き検討していくものとする」ということでございまして、生活バスを継続し

て運行していくということと、新呉市として住民の利便性等も考えまして、再編も

視野に入れて検討していきたいという中身を調整案として掲げさせていただいたも

のでございます。

内容については、下の表のとおりでございます。

次に、２ページ目をお願いしたいと思います。

(2)財団法人倉橋まちづくり公社に対する事業委託等についてでございます。こ

れにつきましては、桂浜エリアにありますふれあいセンター、万葉の里、長門の造

船歴史館、歴史民俗資料館、町民総合体育館、くらはし温水プール等のいろんな施

設がございますけれども、この管理運営をこの財団法人に委託しているものでござ

いまして、それに係る施設だけではなく、関連業務も委託されているものでござい

ます。

この調整方針案でございますけれども、「現在、財団法人倉橋まちづくり公社に

対し管理運営業務を委託している施設については、事業内容を精査した上で、合併
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後も引き続き財団法人倉橋まちづくり公社に委託する方向で調整していくものとす

る」という調整案を掲げさせていただいておりまして、施設の運営管理、あるいは

これに係る関連業務も含んで、引き続き町出資の財団法人に委託をしながら、町地

域の振興を図っていきたいというものでございます。

次に、４ページをお願いしたいと思います。

(3)の財産区の設置についてでございます。現在、町には財産区がありまして、

財産区管理会というのが条例で置かれておりまして、財産区財産の管理を行ってい

るところでございます。合併に伴いまして、このあたりがどうなるかということで

ございますけれども、調整方針案として、「財産区の財産は財産区財産として呉市

に引き継ぐものとする」ということでございまして、現在17区ありますけれども、

合併までに整理されて残った財産区、２区ぐらいになると聞いておりますけれども、

これにつきましては地方自治法に基づきまして、引き続き新呉市の財産区として引

き継いでいくということになるものでございます。

以上、３点の独自事業の取扱いについて提案をしたところでございます。

以上でございます。

これらは前回提案をさせていただいて、協議をいただいておるわけ○小笠原会長

でございますが、質疑はございませんか。

それでは、石橋町長さん、倉橋町としての集約された御意見をよろしくお願いい

たします。

協議第33号の独自事業の取扱いについてでございますけれども、１○石橋副会長

番目にあります生活バスの運行については、異議はございません。ただし、２点ほ

ど要望しておきたいと思います。

１点目は、スクールバスの現行どおりの継続についてでございまして、３月２日

の合同会議、協議第27号教育・文化・スポーツの振興についてで、確認されると思

いますけれども、ここでも要望いたします。スクールバスの運行及び定期券購入額

の全額補助を条件に学校統合をした経過がございまして、倉橋町が学校の統合の条

件として、通学時の定期券につきましては全額町がもっております。そういう約束

がございますので、ここでお願いいたしたいのが、我々は本当に市の方へ御無理を

申すわけでございますけれども、１年、２年、３年ではなくして、合併の特例のあ

る10年間、我々がなぜ10年間と申しますと、特例がある間だけは認めてもらうよう

に努力しますよと。ですから、後は呉市の方にお任せして、呉市と一律にならにゃ

ならんというような説明もできるいう点から、特例のある10年間は今までどおりに、

倉橋町がやっておる今までどおりにやっていただきたいと。まして経費も、御承知

のように少子化で、倉橋町はだんだん減ってきておりますし、経費もだんだん下が

ってくると思いますけれども、本当にこれは我々が学校統合する上での条件にして

おりますので、これだけはぜひ守ってやっていただきたいということでございます。

２点目に、本町が赤字負担金を呉市の市営バスの方へ負担しております。これは

皆さん御承知のように、重生線の利用が少なくて、廃止にするというお話が交通局

の方からございまして、我々としては廃止になったら困るから、負担を出してもい

いからこの運行をやっていただきたいという思いで、負担金を出して運行していた
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だいております。それに、室尾から鹿老渡線の方も負担金も出しております。御迷

惑をかけないように、できるだけ負担金を出しておるわけでございますけれど、そ

の点につきましても今までどおりに運行を続けていただきたいと。この町民の足が

後退することのないように、前向きに考えてやっていただきたいと、このようにお

願いをしておきたいと思います。

それから、先ほど申しましたように、倉橋町のまちづくり公社に対する事業の委

託等については異議はございません。ただし、高齢者の健康増進のための無料送迎

バスについては継続していただきたいというお願いがございまして、今、倉橋町は

中心部で温泉をやっておりますし、遠路から老人の方がおいでになられるのに、ま

ちづくり公社がやっておりますバスに乗って来られるような状況でございますので、

その点も十分考慮していただいて、この問題も前向きに取り組んでやっていただき

たいということをお願いするわけでございます。

それから３番目に、先ほど申しましたように、財産区の設置についてでございま

すけれども、この問題につきましては、ここには財産区の役員を務めていらっしゃ

います委員さんが２人おられます。何かお願いをする点がございましたら、そちら

の方からしてやっていただきたいと思います。

はい、どうぞ。○小笠原会長

倉橋の原と申します。○原委員

私、倉橋財産区の管理委員会の一委員でございます。先ほどの町長さんの発言の

とおりで異議はございませんが、新呉市での管理者のもとで、速やかな条例制定な

どを行ってもらいたいと思います。

以上でございます。

基本的に、この独自事業の取扱いについては異議はないということ○小笠原会長

でございまして、要望が何点かありましたけれども、その点については今後、十分

協議しながら、私の方もいろいろ情勢の変化も出てまいりますし、協議をしながら

進めることとさせていただきたいと思っております。

それでは、改めてお諮りいたしますが、本件については事務局案のとおり決定す

ることに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議なしと認めます。よって、本件は事務局案のとおり決定され○小笠原会長

ました。

以上で協議事項は終わります。

続きまして、次第５のその他でございますが、事務局から報告事項がございます

ので、資料を配付いたします。

それでは、「今後のスケジュールについて」という資料をお○佐々木事務局次長

配りしたと思います。今後の合併協議の進め方について、いま一度確認をしていた

だきたいと思いまして、資料を配らさせていただいたところでございます。

２月６日の第５回の合同会議におきまして、合併に伴う行政制度の調整について、
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一応すべての提案をさせていただいたところでございます。それともう一つ、建設

計画の作成につきましては、第１回の個別協議会において個々具体的なまちづくり

事業を入れ込んだものを提案・報告させていただき、今回、第２回の個別協議会で

先ほど確認をいただいたところでございます。この確認をもとに広島県へ事前協議

を行っていきたいというものでございます。この県への協議は、一応合併特例法に

基づきまして、県知事への協議が必要だという決まりになっておりますので、それ

に従っての作業になっていくものでございます。

独自事業についても今回、確認をいただきましたので、今後は３月２日に予定し

ております第６回の合同会議において、第５回の合同会議で提案しました行政制度

について確認をしていただきたいと思っております。

それと、建設計画については県へ事前協議をいたしまして、３月25日の第７回の

合同会議においては、広島県からの事前協議の回答を基に、再度協議会に諮りまし

て、委員の皆さんに確認をしていただいた後、正式に県知事へ協議を行ってまいり

たいと考えているものでございます。特に建設計画につきましては、県知事へ正式

協議した後、４月の下旬に第８回の合同会議を開かさせていただきまして、県知事

からの正式の回答を受けまして、建設計画の最終案について再度委員の皆様に確認

をしていただくことになろうかと考えております。

それと、今後、行政制度につきましては継続協議事項もあるかと思いますけれど

も、第７回の合同会議には最終的に確認をしていただきたいと考えておりますし、

そのときには合併の施行期日、17年３月の合併ということで一応方針は決まってま

すけれども、個々具体的な提案をしていきたいと考えているものでございます。

そういうスムーズな流れの中で、うまくいきますと５月上旬には合併協定の調印

式を行えればと。それと、６月には呉市議会、倉橋町議会に合併関連議案を上程す

るとともに、電算システム統合のための補正予算も議決していただければと思って

おります。その議決後、県知事へ合併申請を行いまして、県におかれては９月に県

議会に諮られて、同じように議決をいただければ、県知事が総務大臣への届け出を

行うということでございまして、一応こういう流れのもとに、17年３月に新呉市が

スタートできればという思いでおります。こういう今後の流れでございますので、

ひとつ御理解・御協力のほどよろしくお願いしたいと思います。

以上で説明を終わらせていただきます。

この今後のスケジュールについて御質疑等ございませんか。○小笠原会長

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、本件につきましてはこの程度とさせていただきます。○小笠原会長

このほか何かございましたらお願いをいたします。

最後にお願いでございますけれども、先ほども申しましたように、○石橋副会長

倉橋町の倉橋まちづくり協議会の設置について、先般、市の方から意見を出してい

ただいて、本当にありがたいと思っております。その内容につきましては、いろい

ろと双方で話し合いをしようということになっておりますし、我々の方の考え方を
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こういうようにきちっと刷っておるわけでございます。もう既に、担当の方へ渡し

ております。内容についてよく検討していただいて、前向きに取り組んでいただき

たいと思いますし、それから最終的な合併の合同会議があるわけですけれども、そ

れまでに私の方から市の方へお願いしたいのは、先ほど何点かお願いした問題につ

いては前もって話し合いをしていただきたい、話を決めておっていただきたいと。

僕は合同会議のときにごちゃごちゃ言うのは余り好ましくないというような思いで、

前もって話し合いをしてまとめておって、それで合同会議のときは異議はございま

せんと言えるような話し合いをしてやっていただきたいと、この点をお願いをして

おきたいと思います。

まちづくり協議会のあり方については、私どもまだ案を全然見てお○小笠原会長

りませんけれど、お示しいただいたら、十分検討していきたいと思います。

わかりました。○石橋副会長

それから、今日言われた行政制度の調整の問題とかについては、３○小笠原会長

月２日の合同会議までにできるだけ精力的に内容調整をさせていただきたいと思い

ます。

それでは、ほかにございませんか。

はい、どうぞ。

倉橋町の上瀬です。○上瀬委員

まことに細かいことを聞くようになるんですけれども、倉橋まちづくり公社の役

員体制ですね。倉橋町がなくなれば、もちろん町長もいなくなるわけでして、役員

の中に理事長として町長が入っております。副理事長として商工会の会長が入って

おります。そうした中で、この協議第33号の中で、倉橋まちづくり公社に事業を委

託するということになりますと、公社の理事長は誰になるのか、副理事長は誰にな

るのか、呉市の方はそこら辺のところをどのように考えておられるのかと。

もう一つは、本日の議題にはちょっと入ってないようなんですけれども、協議第

32号の中の消防団組織の統合でございます。現在、呉市におかれましては800名強

の団員がおられます。この合併がスムーズにいきますと、2,000人を超える団員と

なります。その中で、もちろん消防団ですから、団長は１人でいいと考えておるん

ですが、あと2,000人強の団員に対する指揮命令系統がいかにできるかを検討して、

消防団の統合ということは考えないといけないと思っております。そこら辺のとこ

ろを、ちょっとした考え方っていいますか、構想なりがお聞かせ願えればお願いし

たいんですが。

まず、事務局の方から。○小笠原会長

財団法人の理事長、副理事長の件ですけれども、これにつき○佐々木事務局次長

ましてはそれぞれ財団法人、そこのメンバーで中身をどうするかというのを決めて

もらうようになると思います。呉市からどうこうするというのはないんですけれど。

ただ、充て職で理事長が町長になっておられれば、そのあたりはもう少し個々具体

的に協議をさせていただければと思っておりますので、ひとつよろしくお願いした

いと思います。

それと、消防団につきましては、先ほど委員さんからありましたように、合併後
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は１つの消防団組織でやっていく必要がございます。消防局の方で今後の消防団組

織のあり方について、一応ストーリーを今描きつつあります。ただ、合併時は一応

現行の組織体制でいきまして、今後数年間かけまして再編を行っていきたいという

ことでございますので、その点御理解をお願いします。

それと、指揮命令につきましては、やはり呉市の消防団団長の方で一括して行わ

ないと、効果的な、あるいは合理的な運営ができませんので、その点は御了解のほ

どよろしくお願いしたいと思います。

以上でございます。

よろしゅうございますか。○小笠原会長

呉市も財団がたくさんありますけれども、呉市がどうしても出資しておりますし、

関与しておりますので、議会に対して決算の報告とか監査とかいろいろあります。

そういうことがすべて情報公開できちっと運営できるようにしていかなきゃいけな

いという気持ちを持っております。個々具体的な人事はまた合併までに十分協議し

て詰めていかなければならないと思っております。

そのほかに何か。

はい、どうぞ。

倉橋の吉本です。○吉本委員

町長がもう少しまちづくり協議会について質問されるかなあと、企画の方から聞

いておりましたので、何かその前に市長さんが話されて、もう少し話を詰めて、ま

たもう一度事前協議をするような形にさっき聞こえたんですが、それならそれでま

た今回の質問は余りたくさんはするつもりはないんですけれど、そのように受け取

ってよろしいわけですか。

まちづくり協議会については、今見せていただいたばっかりで、事○小笠原会長

務局の方へ今日出されたそうですから、十分それを受けとめて検討させていただき

たいということです。

はい、わかりました。じゃあ、その際に、１つこれも考えていただき○吉本委員

たいというか教えていただきたいんですが、地域振興基金の位置づけっていいます

か、これは多分まちづくり協議会の設置期間とか、将来10年とか、５年かもわかり

ませんし、10年かもわかりませんし、もしかしたらずっとこれからまちづくり協議

会が存続するものかもわかりません。ただ、その設置期間によっては各町ばらばら

で、もうまちづくり協議会はいいよっていう町が出てくる可能性もあります。倉橋

町としてはずっと置いてほしいっていう希望になるかもわかりません。その際に、

地域振興基金の取扱いですけれど、それがどうなるのかも明確にしていただきたい

と思います。将来的にもし、まちづくり協議会っていうものが解消した場合には、

この地域振興基金はどのように取扱うのか、そこら辺も事前にまちづくり協議会の

規定とか定義とかをする場合には、文章化して明記していただけたら助かるなあと。

将来私達の子ども達にも、こういうふうになっているんだよということをはっきり

とした文章として残しておきたいもんですから、そこら辺の要望をしておきたいと

思います。

一応、まちづくり協議会と地域振興基金の運用益というのは全く別○小笠原会長
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だというふうにまずお考えいただいて、まちづくり協議会が出来ておろうとおるま

いと、あるいはそれがどういう形で出来ようと、基金の運用益は、いわば各町ごと

にある程度のバランスを見て運用させていただくわけですから、それを使われる際

にまちづくり協議会を中心に使われるということもあるし、そこだけでなくて別の

形で使われるということもあるわけで、ちょっと別、全く一緒だというふうに考え

られなくていいと思うんですね。町によっては協議会をつくらないというところが

あるかもしれません。それは強制的につくるというものじゃないわけですから。し

かし、じゃあつくらなかったら基金の運用益を使わせないというようなことはない

わけで、切り離して考えていただいたらいいんじゃないかなと思います。よろしゅ

うございますか。

この協議会の内容がはっきりした段階で、また疑問がありましたら質○吉本委員

問させていただきます。

わかりました。○小笠原会長

事務局の方で何か。

倉橋町さんの方で作成されましたまちづくり協議会の案とい○佐々木事務局次長

うのを見せてもらったんですけれども、つくるとすればこういう形かなと、私ども

の方で大体想定されるものと感じております。この辺りもう少し町の担当部署とで

詰めさせていただいて、こういう形ならいいんじゃないだろうかという案をまた最

終的にお示しできればと思っております。

ただ、呉市がするわけじゃなくて、任意の協議会でございますので、町の側の意

向を教えていただくということになろうかと思っております。

それと、基金につきましては、８町でマックス40億円を積み立てるということで、

現在呉市で地域振興基金条例を設置しまして、そこで基金の積み立てを行っており

ます。

ただ、新市で管理をしていく、それと基金の運用益を各町地域の振興に役立てる

ということを考えておりまして、その一つの案として、町に合併後の町地域の振興

を図るための協議会がつくられれば、そこの運営費の一部に充てさせていただけれ

ばと考えているものでございます。もし協議会等ができなければ、町地域の振興事

業のための費用として使わせていただくということを考えておりますので、その点

御理解のほどよろしくお願いしたいと思います。

よろしゅうございますか。○小笠原会長

もし、何か別に御意見なりございましたら。

うちの方で、議会の委員会で十分審議してまとめておきますので。○石橋副会長

よろしゅうございますか。○小笠原会長

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、協議事項も終わりましたし、その他についてもないよう○小笠原会長

でございますので、閉会といたしたいと思いますが、閉会に当たりまして中田委員

と里委員からごあいさつをいただきたいと存じます。
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中田委員、よろしくお願いします。

それでは、閉会に当たりまして一言ごあいさつを申し上げます。○中田委員

本日は、皆さんには大変お忙しいところ、早朝から御出席いただきまして、本当

にありがとうございました。しかも、皆さん方の非常に忌憚のない御意見を聞かせ

ていただきまして、私達も随分勉強になりました。本当にありがとうございました。

また、これから本番に入ってくるわけで、17年の３月へ向けて、これから非常に

町民全体に身近な問題がいろいろ出てこようかとも思いますが、両市町のためにひ

とつすばらしい結論が出ますように、これからも慎重に御審議をいただきたいと思

います。私も一生懸命勉強させていただき、最終的に市民全体が心から合併をして

よかったという喜びを感じるような結論を出すように、双方で頑張っていきたいと

思います。どうぞよろしくお願いをいたします。

簡単でございますが、閉会のごあいさつにさせていただきます。どうもありがと

うございました。

どうもありがとうございました。○小笠原会長

続きまして、里委員お願いします。

それでは、一言ごあいさつを申し上げます。○里委員

１月28日の第１回の個別協議に続きまして、本日、２回目の個別法定協議会が終

了いたしまして、個別協議はこれで終了になると思います。２回の協議で大きな成

果があったものと、私自身大変喜んでおります。特に町長を始め我々倉橋町の各委

員さんよりいろいろな要望が出されましたが、呉市さんにおかれましても、弱い立

場であります我々倉橋町の立場を御理解いただきまして、御配慮いただきますよう

よろしくお願いいたします。

また、あと三回ほど合同会議が予定されておるようでございますが、先ほどいた

だきましたスケジュールどおりにスムーズに合併の調印式を迎え、合併ができるよ

うに希望しておりますとともに、そのように運んでいくように確信しております。

これからも皆さん方の御指導のほどよろしくお願いいたします。本日はありがとう

ございました。

どうもありがとうございました。○小笠原会長

皆様、きょうは早朝からこちらの方へお越しをいただいて、熱心に御協議をいた

だきましてまことにありがとうございました。

なお、次回の協議会は６町の合同会議ということになりますが、先ほど申し上げ

ましたように、３月２日火曜日、午後４時からシティプラザカンコーでの開催を予

定しておりますので、よろしくお願いを申し上げます。

それでは、本日は皆様御苦労様でございました。ありがとうございました。
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前１０時３５分 閉 会

以上、第７回呉市・倉橋町合併協議会会議録の内容が正確であることを証明する

ためここに署名する。

呉市・倉橋町合併協議会会長 小笠原 臣 也

呉市・倉橋町合併協議会委員 梅河内 秀 登

呉市・倉橋町合併協議会委員 里 武


